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ＡＬＳＯＫの経営理念にある「ありがとうの心」を基に、「社会の安全・
安心の確保」のために取り組む社会貢献活動です。

■ＡＬＳＯＫあんしん教室とは

～経営理念～
我が社は、「ありがとうの心」と「武士の精神」をもって社業を
推進し、お客様と社会の安全・安心の確保のために最善を尽くす。

２００４年頃、小学生を標的とした犯罪が多発し、
大きな社会問題となっていました。

ALSOKが警備会社として、
1人でも多くの子どもの命を守
るためにできることは何か考
えた結果、「守りのプロ」で
あるガードマンを小学校に派
遣して防犯を教える「ALSOK
あんしん教室」が誕生しまし
た。
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■活動体制
・地域の治安情勢を熟知している、ALSOKの社員が任意で活動に参加しています。
現場のガードマンから管理部門まで幅広い職種から、男女関係無く活動しています。

・社内講師育成のため、独自の社内規定（あんしん教室マスター
認定制度）を定め、指導、研修、社内試験を実施しています。

↑あんしん教室マスター認定証（Ⅰ～Ⅲ）

■活動実績
活動開始から間もなく多数の学校

から要請をいただき、毎年約３千回、
約１０万人の児童に対して授業を
行っています。

万人

回

累計参加児童数：1,753,468人
累計実施回数：56,116回

（2022年12月末時点）



①安心して登下校（低学年向け）

警視庁が開発した安全標語「いかのおすし」を
基に、ロールプレイ形式で体験しながら危機回避
の心構えを学ぶ実践的な防犯授業。

②安心してお留守番（中学年向け）

当社オリジナルの覚え言葉「いいゆだ
な」を基に留守番をする前の注意点を学ぶ。

さらに、留守番中に大災害が発生した場
合の危険予測や、災害用伝言ダイヤル（１
７１）の使用を想定した伝言練習などを行
う授業。

↑覚え言葉「いいゆだな」。

■授業内容（防犯・防災）

～先生方の声～
「実践的な授業であった」「緊張感と楽しさのある授業」「指導案、教材、講師の質が良い」
「制服を着たプロによる授業は説得力があり、児童たちも最後まで積極的に参加していた」と
好評を得ています。また、学校、保護者から「授業を受けた子どもが被害を未然に防ぐことがで
きた」との感謝の手紙などをいただいたこともありました。



③わたしたちができる防災ってなんだろう（中学年向け）

防災に特化した授業を2023年4月から提供開始。児童が、自ら
の命を守る行動を考えることができる授業。

さまざまな状況下におけるリスクと災害発生時に取らなければ
いけない行動や心構えを伝える。

さらに、留守番中に大災害が発生した場合の危険予測や、災害
用伝言ダイヤル（１７１）の使用を想定した伝言練習などを行う
授業。

授業の振り返りシートでは、保護者と「家族防災会議」を行う
きっかけを提供。家族全員で防災に対する意識向上を図る。

【紹介動画はこちらから↓】

ALSOK公式Youtubeサイト

https://youtu.be/Xr4HE-4ntxo

■授業内容（防犯・防災）

～先生方の声～

「実践的な授業であった」「緊張感と楽しさのある授業」「指導案、教材、講師の質が良い」
「制服を着たプロによる授業は説得力があり、児童たちも最後まで積極的に参加していた」と
好評を得ています。また、学校、保護者から「授業を受けた子どもが被害を未然に防ぐことがで
きた」との感謝の手紙などをいただいたこともありました。

https://youtu.be/Xr4HE-4ntxo


④安全な街って何だろう（高学年向け）

仮想の街の地図を題材に、危険な場所とその
理由、対策を考えるグループ学習。地域安全
マップ作りの事前学習として活用できる。

⑤安全にインターネット（高学年向け）

インターネットを介した犯罪やトラブルを未然に防ぐための基礎を、グループ学習
と発表を通じて学ぶ授業。ワークシートの「暗号解読ゲーム」を解くと、２つの覚え
言葉が明らかになる仕掛けが施されている。



・初めて胸骨圧迫をやってみて、見た目は簡単そうだったが、
やってみると難しかった。
・隊長が最後に話した、「勇気」と「思いやりの心」が大切だ

ということを、ずっと忘れません。

・小学生にもわかりやすい内容で、非常によい体験ができた。
・教職員の間でも救命に対する意識が変わった。
・AEDの存在は知っていても、学校のどこにあるのか、何に使
うかを知らない児童もいたので、よい教育機会となった。

非医療従事者によるAEDの使用が認められた2004年以降、AEDは急速に
普及しました。ハードが普及する一方で、その使用方法や心肺蘇生法の教育
機会が不足していることが社会的課題となっています。
当社では、警備サービスや防犯授業を通して培ってきたノウハウを活用し、

心肺蘇生法とAEDの意義や使用方法を教える授業「人の命を助けるって何だ
ろう」を、２０１２年度より開始しました。

～先生方の感想～

当授業では、心肺蘇生に関する一連の体験を通じて、「生命の尊さ」について考えるきっかけを与える
とともに、命を救うためには「思いやりの心」と「一歩を踏み出す勇気」を持って即座に行動すること、
周囲にいる人と協力し合うことが重要であることを伝えます。

～児童の感想～

▲胸骨圧迫の姿勢を確認します。 ▲AEDの使い方や、主な設置場所について説明します。 ▲心肺蘇生法の一連の流れを体験します。

■授業内容（救急救命）



■主な受賞暦

■ノウハウの活用事例

「しまじろうのあんぜんかみしばい」

（ベネッセコーポレーション）

ＡＬＳＯＫ監修 （非売品）

「ドラえもん あんしん

・あんぜん教室」（小学館）

ＡＬＳＯＫ監修

「お父さんは子どもを守れるか」

（日本文教出版）

ＡＬＳＯＫあんしん教室 編著

「めちゃカワMAX!! 防犯・防災

イラストBOOK」（新星出版社）

ＡＬＳＯＫ監修

・ 2007年 2月 企業フィランソロピー大賞 特別賞（地域の子ども安全賞）受賞
・ 2007年 9月 朝日企業市民賞 受賞
・ 2007年 11月 あしたのまち・くらしづくり活動賞 内閣官房長賞 受賞
・ 2012年 4月 救急救命授業「人の命を助けるって何だろう」編 提供開始
・ 2013年 11月 「ALSOKあんしん教室」 累計参加者数１００万人突破
・ 2014年 7月 第８回 キッズデザイン賞 受賞
・ 2015年 1月 文部科学省 青少年の体験活動推進企業表彰 審査委員会奨励賞 受賞
・ 2016年 3月 〃 （２年連続受賞）
・ 2018年 11月 「ＡＬＳＯＫあんしん教室」 累計参加者数１５０万人突破
・ 2019年 1月 新授業 「安全にインターネット」編 提供開始
・ 2020年 1月 東京都共助社会づくり進めるための社会貢献対象 特別賞 受賞
・ 2020年 9月 「安心してお留守番」編 をリニューアル
・ 2023年 4月 新授業 「私たちができる防災ってなんだろう」編 提供開始



授業を実施したクラスの担任の先生には、授業の評価および子供の防犯に関するアンケー
トにご協力いただいていております（任意）。

アンケートのうち、子どもの防犯に関するものは「担任の先生に聞く、小学生の防犯に関
する意識調査」として集計結果を公表し、保護者や学校関係者向けの防犯啓発資料としてご
活用いただいております。

■小学生の防犯に関する意識調査

～意識調査結果の一例～

最新の統計結果は、ALSOK Webサイト内で
ご覧いただけます。

https://www.alsok.co.jp/
company/society/ansin/


